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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光ダイオードを有して互いに並列に連結された複数の発光部と、
　前記複数の発光部に直流電源を供給する電源部と、
　少なくとも１つの発光部が搭載された複数のボードと、
　前記各ボードに配置され、互いに電気的に連結された複数のボード抵抗と、
　前記ボードの接続個数によって変化される前記ボード抵抗の和によって前記電源部から
供給される電流を可変させるフィードバック制御部と、
を含み、
　前記フィードバック制御部は、
　基準電圧に連結された抵抗と、
　前記抵抗と前記ボード抵抗との分圧値を出力する基準電位部と、
　前記基準電位部の出力と前記複数の発光部の出力端との値を比較して前記電源部に出力
して前記電源部の出力電流を制御する比較器と、
　を含み、
　前記基準電位部は、前記ボードの追加または減少によって各ボード抵抗の値が個別ボー
ド抵抗値のサイズに変化されたことを検出し、
　前記複数のボード抵抗は互いに並列に連結され、
　前記各ボードのボード抵抗は前記発光ダイオードと電気的に分離されることを特徴とす
る、電源供給装置。
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【請求項２】
　前記各発光部の複数の発光ダイオードは互いに直列に連結されることを特徴とする、請
求項１に記載の電源供給装置。
【請求項３】
　前記フィードバック制御部には前記複数の発光部の出力端と前記比較器に連結された電
流調節部を含み、前記電流調節部の他端は前記電源部に連結されることを特徴とする、請
求項１に記載の電源供給装置。
【請求項４】
　前記各ボードにはコネクタを含み、前記コネクタは複数のボード抵抗を互いに並列に連
結させることを特徴とする、請求項１に記載の電源供給装置。
【請求項５】
　前記複数のボード抵抗の値は前記ボードの接続個数によって変化され、前記フィードバ
ック制御部は前記ボード抵抗値の変化によって前記電源部から供給される電流を可変させ
ることを特徴とする、請求項１に記載の電源供給装置。
【請求項６】
　前記フィードバック制御部は前記ボードの接続個数によって定電流に制御することを特
徴とする、請求項１に記載の電源供給装置。
【請求項７】
　前記複数のボード抵抗は互いに同一な値で形成されることを特徴とする、請求項１に記
載の電源供給装置。
【請求項８】
　前記基準電位部は前記抵抗の一端と前記ボード抵抗の一端が各々並列に連結されること
を特徴とする、請求項１に記載の電源供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源供給装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は電界印加電極が備えられた２表示平板とその間に配置されてい
る誘電率異方性を有する液晶層とを備える。電界印加電極に電圧を印加して液晶層に電気
場を生成し、電圧を変化させてこの電気場の強さを調節することによって、液晶層を通過
する光の透過率を調整して所望の画像を表示する。
【０００３】
　このような液晶表示装置は自体発光ができないので、バックライトと呼ばれる別途の光
源が必要であり、前記光源は発光ダイオードに取り替えられている。前記発光ダイオード
は半導体素子であるので、寿命が長く、点灯速度が速く、消費電力が少なく、色再現性に
優れる。また、衝撃に強く、小型化及び薄型化に有利である。
【０００４】
　したがって、携帯電話機などの小型液晶表示装置だけでなく、コンピュータモニタやＴ
Ｖのような中大型液晶表示装置にも発光ダイオードを用いたバックライトが装着されてい
る趨勢である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、新たな電流調節回路を有する電源供給装置を提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、発光ダイオードの数量変化を自動で感知して出力電流を前記発光
ダイオードの数量変化に対応して可変させることができる電源供給装置を提供することに
ある。
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【０００７】
　本発明の更に他の目的は、発光ダイオードを有するボードの数量変化によって各ボード
の発光ダイオードに定電流方式により電流が供給できる電源供給装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に従う電源供給装置は、複数の発光ダイオードを有して互いに並列に連結された
複数の発光部、前記複数の発光部に直流電源を供給する電源部、少なくとも１つの発光部
が搭載された複数のボード、前記各ボードに配置され、互いに電気的に連結された複数の
ボード抵抗、及び前記ボードの接続個数によって変化される前記ボード抵抗の和によって
前記電源部から供給される電流を可変させるフィードバック制御部を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、発光ダイオードを有する発光部及びこれを有するライトユニットのよ
うな照明システムの信頼性を改善させることができる。
【００１０】
　本発明によれば、ボードまたは発光ダイオードを有する発光部の個数の変化によって一
定の電流方式により電流を供給することができる効果がある。
【００１１】
　本発明によれば、電源供給装置及びこれを備えたバックライトユニットのような照明シ
ステムの信頼性を改善させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に従う電源供給装置を示す回路構成図である。
【図２】本発明の実施形態において、定電流制御方式の例を示す回路図である。
【図３】図２でボードが追加された場合、電流の変化を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に従う発光部に流れる電圧と電流との関係を示すグラフである
。
【図５】本発明の実施形態に従う発光部の数量を自動で検出するための電源供給装置を示
す回路構成図である。
【図６】本発明の実施形態に従う発光モジュールの連結例を示す図である。
【図７】図６に図示された１つのボードでの発光部及びボード抵抗の詳細構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付した図面を参照にして本発明の好ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００１４】
　図１を参照すると、電源供給装置は、電源部１０１、複数のボードＢ１～Ｂｎを有する
発光モジュール１２０、及びフィードバック制御部１１０を含む。
【００１５】
　前記電源部１０１は直流電源を供給し、例えばＳＭＰＳ（switched mode power supply
）を含むことができる。前記電源部１０１の出力端に並列に連結されたフィルタ１０２を
含み、前記フィルタ１０２はキャパシタＣ１を含み、前記直流電源に含まれたリップルを
除去するようになる。
【００１６】
　前記発光モジュール１２０は複数のボードＢ１～Ｂｎを含み、前記複数のボードＢ１～
Ｂｎは電気的に互いに連結できる。前記複数のボードＢ１～Ｂｎは物理的に分離され、前
記各ボードＢ１～Ｂｎの間の間隔は一定に離隔することができ、これに対して限定するも
のではない。前記各ボードＢ１～Ｂｎはフレキシブルであるか、またはリジッドな基板で
あることがあり、その材質は樹脂材質、セラミック材質、メタルコアＰＣＢであることが
あり、これに対して限定するものではない。
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【００１７】
　各ボードＢ１～Ｂｎには発光ダイオードＤを有する発光部１２１～１２ｎ及び前記発光
部１２１～１２ｎから電気的に分離されたボード抵抗Ｒ１～Ｒｎを有する負荷検出部１３
０を含むことができる。
【００１８】
　前記各ボードＢ１～Ｂｎには少なくとも１つの発光部１２１～１２ｎが配置される。前
記各発光部１２１～１２ｎには複数の発光ダイオードＤが直列に連結される。他の例とし
て、前記各ボードＢ１～Ｂｎには複数の発光部が配置された場合、各ボードの内の複数の
発光部は互いに並列に連結できる。
【００１９】
　前記各発光ダイオードＤは、青色、赤色、緑色、白色などのような可視光線帯域の光を
選択的に発光するようになり、これに対して限定するものではない。前記各ボードＢ１～
Ｂｎに配置された複数の発光部１２１～１２ｎは互いに並列に連結される。即ち、前記複
数の発光部１２１～１２ｎの入力端は前記電源部１０１の正極性端に共通に連結され、そ
の出力端は前記電源部１０１の負極性端に共通に連結される。
【００２０】
　前記各発光部１２１～１２ｎに連結された発光ダイオードＤの個数は前記電源部１０１
により入力された電圧を考慮して変更されることができ、これに対して限定するものでは
ない。
【００２１】
　前記各ボードＢ１～Ｂｎにはボード抵抗Ｒ１～Ｒｎ、１３１～１３ｎが各々配置され、
前記ボード抵抗１３１～１３ｎは各ボードＢ１～Ｂｎに１つずつ配置できる。前記ボード
抵抗１３１～１３ｎは各発光部１２１～１２ｎに１つずつ配置されることができ、これに
対して限定するものではない。負荷検出部１３０は互いに並列に連結された前記ボード抵
抗１３１～１３ｎを含むことができ、前記ボード抵抗の以外にダイオードのような他の素
子が更に連結されることができ、これに対して限定するものではない。
【００２２】
　前記ボード抵抗１３１～１３ｎは前記各ボードＢ１～Ｂｎの上面または下面に配置され
ることができ、前記各発光部１２１～１２ｎに配置された複数の発光ダイオードＤとは電
気的にオープンされる。
【００２３】
　前記ボード抵抗１３１～１３ｎは前記各ボードＢ１～Ｂｎ、即ち、各発光部１２１～１
２ｎが接続したか否かを感知するための設定抵抗であって、前記ボード抵抗１３１～１３
ｎの出力値によって各発光部１２１～１２ｎの入力電流を自動で変換させることができる
。
【００２４】
　前記ボード抵抗１３１～１３ｎは、例えば互いに並列に連結できるが、互いに直列に連
結されることができ、これに対して限定するものではない。
【００２５】
　前記ボード抵抗１３１～１３ｎの個数によって各発光部１２１～１２ｎの個数またはボ
ードＢ１～Ｂｎの個数を感知することができる。前記各発光部１２１～１２ｎの個数増加
または減少によって前記各発光部１２１～１２ｎに入力される電流を自動で変化させて、
一定の定電流が流れるように制御することができる。
【００２６】
　前記ボード抵抗１３１～１３ｎの値は任意に設定されることができ、互いに同一な値に
設定できる。
【００２７】
　前記フィードバック制御部１１０は、電流調節部１１１、基準電位部１１２、及び比較
器１１３を含む。前記電流調節部１１１は前記各発光部１２１～１２ｎの出力端に共通に
連結され、前記各発光部１２１～１２ｎの出力端に流れる電流を感知して電源部１０１に
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出力するようになる。
【００２８】
　前記電流調節部１１１は抵抗を含み、前記電流調節部１１１に流れる微細な電流変化を
感知して前記発光部１２１～１２ｎの発光ダイオードＤに一定の電流が流れるように調節
する。
【００２９】
　前記基準電位部１１２は第１抵抗１４１の他端が連結され、前記第１抵抗１４１の一端
には基準電圧１４２が入力される。前記基準電位部１１２は第１抵抗１４１を経た電位（
Ｖ２）を出力するようになる。ここで、前記基準電位部１１２には前記第１抵抗１４１の
一端と前記ボード抵抗１３１～１３ｎの一端が各々並列に連結される。
【００３０】
　前記ボードＲ１～Ｒｎの他端は接地端に連結できる。前記第１抵抗１４１は他の構成、
例えば、ダイオードで構成されることができ、これに対して限定するものではない。
【００３１】
　前記基準電位部１１２の電位（Ｖ２）は前記ボード抵抗１３１～１３ｎの値と前記第１
抵抗１４１の値により分圧された電圧になることができる。ここで、前記第１抵抗１４１
の値は固定された抵抗値であり、前記ボード抵抗１３１～１３ｎの値は並列に連結される
ことによって、少なくとも１つのボードを追加または除去する時、前記ボード抵抗１３１
～１３ｎの値は減少または増加できる。前記ボード抵抗１３１～１３ｎの値が減少または
増加するにつれて、前記電位（Ｖ２）も連動するようになり、例えば増加または減少でき
る。
【００３２】
　比較器１１３は前記基準電位部１１２の電位（Ｖ２）と前記電流調節部１１１の入力端
電位（Ｖ３）を比較するようになり、前記比較器１１３の出力（Ｖ４）は前記電源部１０
１に入力される。
【００３３】
　前記電流調節部１１１の入力側電位（Ｖ３）は前記比較器１１３の正極性端子（＋）に
入力されることができ、前記基準電位部１１２の電位（Ｖ２）は前記比較器１１３の負極
性端子（－）に入力される。前記比較器１１３は負極性端子（－）に入力される電位（Ｖ
２）と正極性端子（＋）に入力される電位（Ｖ３）とを比較するようになるが、前記電位
（Ｖ２）が変化するにつれて、前記比較器１１３の出力（Ｖ４）も連動するようになる。
例えば、前記電位（Ｖ２）が減少すれば、前記比較器１１３の出力（Ｖ４）は増加するよ
うになり、反対に、前記電位（Ｖ２）が増加すれば、前記比較器１１３の出力（Ｖ４）は
減少するようになる。
【００３４】
　前記電源部１０１は前記比較器１１３の出力（Ｖ４）によって前記直流電源の電流値を
調節するようになる。前記電源部１０１は前記比較器１１３の出力（Ｖ３）が増加するに
つれて供給電流を増加させ、前記比較器１１３の出力（Ｖ３）が減少するにつれて前記供
給電流を減少させる。前記電源部１０１はボードＢ１～Ｂｎの接続個数によって自動で電
流を増加または減少させて定電流が流れるように調節するようになる。
【００３５】
　ここで、前記基準電位部１１２はボードＢ１～Ｂｎの追加または減少によってボード抵
抗１３１～１３ｎの値に対して個別ボード抵抗値のサイズに変化されることを検出するこ
とができ、前記個別ボード抵抗値の変化に従う比較器１１３の出力（Ｖ４）が変化される
ことによって、前記電源部１０１により供給される電流を前記個別ボード抵抗の値に連動
させることができる。これによって、ボードが追加または除去されても一定範囲の電流が
常に供給されるように調節することができる。
【００３６】
　仮に、電源部１０１の別途の制御値を変更しない場合、ボードが追加される場合、追加
されたボードだけより低い電流が供給され、ボードが除去される場合、除去されたボード
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だけより高い電流が供給され、この場合、ボードの追加または除去の度に電源部１０１の
出力調整を遂行しなければならず、このような出力調整を遂行しない場合、ボードまたは
発光ダイオードの損傷をもたらすようになる。
【００３７】
　実施形態は、前記ボード抵抗１３１～１３ｎの値により変わる比較器１１３の出力に連
動して前記各ボードＢ１～Ｂｎまたは各発光部１２１～１２ｎに入力される電流をボード
の変動に関わらず一定に供給するようになる。
【００３８】
　図２を参照すると、各発光部１２１、１２２、１２３、１２４には複数の発光ダイオー
ドが直列に連結され、入力電流Ｉは分配されて各発光部１２１、１２２、１２３、１２４
に同一な電流Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４で流れるようになる。例えば、入力電流Ｉが１００
０ｍＡの場合、各発光部１２１、１２２、１２３、１２４に流れる電流Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３
、Ｉ４は各々２５０ｍＡずつ流れるようになる。
【００３９】
　そして、各発光部１２１、１２２、１２３、１２４の出力端では前記各発光部１２１、
１２２、１２３、１２４の電流が合わせられて１０００ｍＡの出力電流Ｉが感知される。
このように、並列に接続された発光部１２１、１２２、１２３、１２４の全体容量に合せ
て基準出力電流を設定して定電流に制御するようになる。
【００４０】
　図３を参照すると、図２より第５発光部１２５が更に追加されて接続された場合、複数
の発光部１２１、１２２、１２３、１２４、１２５には入力電流Ｉ’が分配されて供給さ
れる。例えば、入力電流Ｉ’が１０００ｍＡの場合、各発光部１２１、１２２、１２３、
１２４、１２５に流れる電流Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４、Ｉ５は各々２００ｍＡとなる。反
対に、図２より発光部の個数がより少ない場合、前記各発光部の電流は増加するようにな
る。このような電流変化は目標発光から外れるようになり、バックライトユニットのよう
な照明システムの信頼性を低下させる。また、各発光部に流れる電流が増加するようにな
った場合、発光ダイオードの発熱はより上昇するようになり、発光ダイオードの劣化が加
速され、寿命は短くなる原因となることがある。これによって、前記各発光部１２１、１
２２、１２３、１２４、１２５に流れる電流Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４、Ｉ５を図２のよう
に２５０ｍＡに合せるようになる。
【００４１】
　図３のように、発光ダイオードの電圧－電流特性は入力電圧が小さく変化されても、入
力電流は大きい変化を表すようになる。高い電圧に行くほど、変化の傾きが急激に上昇す
るので、電流を一定に維持することによって、動作状態によって電圧は変化されても目標
発光から外れる変化を除去することができる。
【００４２】
　図１及び図５を参照すると、負荷検出部１２５は各ボードに配置されたボード抵抗１３
１～１３２を含み、前記ボード抵抗１３１～１３ｎの並列抵抗値が出力できる。
【００４３】
　前記負荷検出部１２５の出力値は前記ボード抵抗１３１～１３ｎの個数によって増加ま
たは減少することができ、前記ボード抵抗Ｒ１、Ｒ２、Ｒｎが互いに並列に連結されるの
で、前記ボードＢ１、Ｂ２、Ｂｎを更に追加する度に前記ボード抵抗Ｒ１、Ｒ２、Ｒｎの
出力値はより低くなり、前記ボードＢ１、Ｂ２、Ｂｎを更に除去する度に前記ボード抵抗
Ｒ１、Ｒ２、Ｒｎの出力値はより高くなる。
【００４４】
　前記ボード抵抗Ｒ１、Ｒ２、Ｒｎは互いに並列に連結されることができ、他の例として
互いに直列に連結されるようにすることができ、これに対して限定するものではない。
【００４５】
　例として説明すれば、３個のボードから４個のボードに増加すれば、４個のボードに備
えられたボード抵抗には電流が流れるようになるが、この際、定電流特性により、一層低
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い定電流が流れるようになる。この際、前記４番目のボードに配置されたボード抵抗によ
り４番目のボードの接続を感知し、前記４番目のボードの発光部に配置された発光ダイオ
ードを認識するようになる。ここで、各発光部の発光ダイオードの数は同一なものに設定
することができる。
【００４６】
　前記４番目のボードの追加によってボード抵抗の値は基準電位部の出力をより低めるよ
うになり、前記基準電位部の電位がより低くなるようになる。前記基準電位部の基準電位
がより低くなることによって、前記比較器の出力はより増加するようになる。前記比較器
の出力が増加するようになり、その増加した値は１つのボード抵抗が増加した値だけ増加
するようになる。即ち、比較器の出力偏差はボード抵抗の連結個数によって増加または減
少するものであって、各ボード抵抗に連動される値になることができる。
【００４７】
　実施形態は、ボードの個数に従う接続個数別に連動されたボード抵抗値によってフィー
ドバック制御部１１０の出力値を連動して変化させることによって、ボードが増加しただ
け増加した電流をさらに供給し、ボードが減少しただけ減少した電流をより減少させるこ
とができる。即ち、電源部１０１の出力電流を自動で可変させることができるので、ボー
ドの増加または減少によって一定の定電流が流れるようにすることができる。
【００４８】
　図６及び図７を参照すると、電源部１０１のコネクタ１５１には第１ボードＢ１の第１
コネクタ１５２が連結され、第１コネクタ１５１の正端子（＋）及び負端子（－）は第２
コネクタ１５３に各々連結され、前記第１及び第２コネクタ１５２、１５３の接続ポート
Ｐ１、Ｐ２と接地端ＧＮＤとの間にはボード抵抗１３１が並列に連結できる。このような
方式により複数のボードＢ１～Ｂｎを連結した場合、各ボード抵抗１３１は順次に並列に
連結できる。この際、前記ボード抵抗１３１～１３ｎの並列抵抗値によりボードの接続個
数を検出することができる。前記ボードＢ１～Ｂｎの接続個数を検出することによって、
フィードバック制御部１１０の出力値を変化させることができる。前記ボードの間のコネ
クタ接続方式は直接接続または間接接続することができ、これに対して限定するものでは
ない。
【００４９】
　前記のような電源供給装置は、バックライトユニット、各種表示装置、前照灯、街灯、
室内灯、室外等、信号灯、照明灯などの照明システムに適用できる。
【００５０】
　以上、好ましい実施形態と関連して説明及び図示したが、本発明はそのように図示及び
説明されたそのままの構成及び作用に限定されるものでない。むしろ、添付した請求範囲
の思想及び範疇を逸脱することなく、本発明に対する多数の変更及び修正が可能であるこ
とを当業者らはよく理解することができるものである。したがって、そのような全ての適
切な変更及び修正と均等物も本発明の範囲に属するものと見なされなければならない。
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